








































































































34…ーベ正平1由研究 NO.17May 2008 
を標準化した傭RRAの逆数を取った値がインテ
グレーション値(式-4 )となる.
Dll = 判。子(~)1)+1) 
















いとされている. (図“ 3) 
表イ 兵膝l菊における芸評議の概要
事業の;g，称 佐賀都市首i閥事業兵庫土地区碩捻JA卒業
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る. したがって， Globa1は兵庫南(1.36) と兵庫
北(1.26)の結果より兵庫南が高いことから，兵
































主蜘 IGlobal Integratioll Value 
図-12 Global-Local相関鴎(兵庫南)
ILocal integratioll Value 
。。。
。00ρ。















































ヨ 〉 叢線距離 く 〉 道路E開設
図-14 ネットワーク上の移動の考え方
袋一3 道路線密度
地域街積 | 道路延長 |道路線密度
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